
この取扱説明書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本商品を安全に
お使いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。
その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みくだ
さい。
本書を紛失または損傷したときは、当社のサービス取扱所またはお買い求めになった販売店でお
求めください。
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本書中のマーク説明

危険 

警告 

注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される内容を示
しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負
う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定さ
れる内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、本商品の本来
の性能を発揮できなかったり、機能停止を招く内容を示してい
ます。

この表示は、本商品を取り扱ううえでの注意事項を示していま
す。

この表示は、本商品を取り扱ううえで知っておくと便利な内容
を示しています。

お願い

お知らせ

ワンポイント
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ご使用にあたってのお願い 本商品のご利用にあたって、当社のレンタル電話機がご不要と
なった場合は、局番なしの116番または当社の営業所等にご連
絡いただければ、「機器使用料」は、不要となります。

本商品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置
です。本商品は家庭環境で使用することを目的としていますが、本商品がラジオやテレビジョン受信
機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

●ご使用の際は取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。
●本商品の仕様は国内向けとなっておりますので、海外ではご利用できません。
This equipment is designed for use in Japan only and cannot be used in any other
country.

●本商品のアナログポートは、電話網の仕様と完全には一致していないため、接続される通信機器
によっては、正常に動作しないことがあります。

●本商品の故障、誤動作、不具合、あるいは停電等の外部要因によって、通信などの機会を逸した
ために生じた損害や万が一、本商品に登録された情報内容が消失してしまうこと等の純粋経済損
失につきましては、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。本商
品に登録された情報内容は、別にメモをとるなどして保管くださるようお願いします。

●本商品を設置するための配線工事および修理には、工事担任者資格を必要とします。無資格者の
工事は、違法となりまた事故のもととなりますので絶対におやめください。

●本商品を分解したり改造したりすることは絶対に行わないでください。
●本書に、他社商品の記載がある場合、これは参考を目的としたものであり、記載商品の使用を強
制するものではありません。

●本書の内容につきましては万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら、当社の
サービス取扱所へお申しつけください。

●この取扱説明書、ハードウェア、ソフトウェアおよび外観の内容について将来予告なしに変更す
ることがあります。

Windows XPは、Microsoft Windows XP operating systemの略です。
Windows 2000は、Microsoft Windows 2000 operating systemの略です。
Windows Vista は、Microsoft Windows Vista Home Basic operating Systemおよび
Microsoft Windows Vista Home Premium operating Systemの各日本語版かつ32ビット
（x86）版の略です。
Windows、Windows Vistaは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録
商標です。
画面の使用に際して米国Microsoft Corporationの許諾を得ています。
Hayesは米国Hayes Microcomputer Products, Inc.の登録商標です。
その他、各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。
付属品のCD-ROMは日本語版OS以外の動作保証はしていません。
付属品のCD-ROMはソフトウェアのバックアップとして保有する場合に限り、複製することができ
ます。また、ソフトウェアについてのいかなる改変も禁止とし、それに起因する障害について当社は
一切の責任を負いません。
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警告 

危険 

● 乾電池のアルカリ液が眼に入ったときは、失明のおそれがありますので、こすらずにすぐに水道水
などの多量のきれいな水で洗ったあと、直ちに医師の治療を受けてください。

● 万一、煙が出ている、変なにおいがする、異常音がするなど異常状態のまま使用すると、火災、感
電の原因となることがあります。すぐに電源アダプタを電源コンセントから抜いて、煙が出なくな
るのを確認して、当社のサービス取扱所に修理をご依頼ください。お客さまによる修理は危険です
から絶対におやめください。

● 万一、本商品を落としたり、キャビネットを破損した場合は、すぐに電源アダプタを電源コンセン
トから抜いて、当社のサービス取扱所にご連絡ください。そのまま使用すると、火災、感電の原因
となることがあります。

● 万一、内部に水などが入ったり、本商品をぬらした場合は、すぐに電源アダプタを電源コンセント
から抜いて、当社のサービス取扱所にご連絡ください。そのまま使用すると、火災、感電の原因と
なることがあります。

● 本商品の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなどの、異物を差し込んだり、落としたり
しないでください。万一、異物が入った場合は、すぐに電源アダプタを電源コンセントから抜いて、
当社のサービス取扱所にご連絡ください。そのまま使用すると、火災、感電の原因となることがあ
ります。特に小さなお子様のいるご家庭ではご注意ください。

● 本商品を分解、改造したりしないでください。火災、感電の原因となることがあります。

● 本商品のキャビネットは外さないでください。感電の原因となることがあります。指定以外の内部
の点検、調整、清掃、修理は、当社のサービス取扱所にご連絡ください。

● 本商品のそばに花びん、コップ、化粧品、薬用品など液体の入った容器や植木鉢、または小さな金属
類を置かないでください。こぼれたり、中に入った場合、火災、感電の原因となることがあります。

● ふろ場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは設置および使用しないでください。火災、感電
の原因となることがあります。

● AC100 Vの商用電源以外では、絶対に使用しないでください。火災、感電の原因となることがあ
ります。

● 差込口が2つ以上ある壁の電源コンセントに他の電気製品の電源プラグ等を差し込む場合は、合計
の電流値が電源コンセントの最大値を超えないように注意してください。火災、感電の原因となり
ます。
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警告 

● 電源アダプタコードに傷を付けたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、
ねじったり、束ねたりしないでください。また、重い物を載せたり、加熱したりすると電源アダプ
タコードが破損し、火災、感電の原因となることがあります。電源アダプタコードが傷んだら、電
源アダプタを電源コンセントから抜いて、当社のサービス取扱所に修理をご依頼ください。

● ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。

● 電源アダプタは、必ず付属のものを使用し、それ以外のものは絶対にお使いにならないでください。
火災、感電の原因となることがあります。

● 電源アダプタコードが傷んだ状態（芯線の露出、断線など)のまま使用すると、火災、感電の原因
となることがあります。すぐに電源アダプタを電源コンセントから抜いて、当社のサービス取扱所
に修理をご依頼ください。

● ぬれた手で本商品を操作したり、ぬれた手で乾電池を交換しないでください。感電の原因となるこ
とがあります。

● テーブルタップや分岐コンセント、分岐ソケットを使用した、タコ足配線はしないでください。火
災、感電の原因となることがあります。

● お客様がご用意された機器を本商品に接続してお使いになる場合は、あらかじめ当社のサービス取
扱所に確認してください。確認できない場合は、絶対に接続して使用しないでください。火災、感
電の原因となることがあります。

● 本商品を移動させる場合は、電源アダプタを電源コンセントから抜き、電話機コードを差込口から
抜いて、外部の接続線を外したことを確認のうえ、行ってください。コードが傷付き、火災、感電
の原因となることがあります。

● 万一、漏電した場合の感電事故防止や、誘雷による感電防止、機器保護のため、必ずアース線をと
り付けてください。また、アース線をガス管に接続しないでください。爆発の原因となることがあ
ります。

● 電源アダプタを電源コンセントに差し込むときは、確実に差し込んでください。電源アダプタの刃
に金属などが触れると、火災、感電の原因となることがあります。

● 電源アダプタを電源コンセントから抜くときは、必ず電源アダプタの本体を持って抜いてください。
電源アダプタコードを引っ張るとコードが傷付き、火災、感電の原因となることがあります。

● 電源アダプタは、ほこりが付着していないことを確認してから電源コンセントに差し込んでくださ
い。ほこりにより火災、感電の原因となることがあります。

● 本商品を医療機器や高い安全性が要求される用途では使用しないでください。人が死亡または重傷
を負う可能性があり、社会的に大きな混乱が発生するおそれがあります。
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注意 

お使いのとき

● 直射日光の当たる所や、ストーブ、ヒータなどの発熱器のそばなど、温度の高い所に置かないでく
ださい。内部の温度が上がり、火災の原因となることがあります。

● 調理台のそばなど油飛びや湯気が当たるような場所、ほこりの多い場所、鉄粉や有毒ガスが発生す
る場所に置かないでください。火災、感電の原因となることがあります。

● ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。また、本商品の上に物を
置かないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。

● 振動、衝撃の多い場所に置かないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因
となることがあります。

● 本商品をあおむけに置かないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災、故障の原因
となることがあります。

● 本商品を重ね置きしないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因となるこ
とがあります。

● 高い信頼性を要求される、幹線通信機器や電算機システムでは使用しないでください。社会的に大
きな混乱が発生するおそれがあります。

● 近くに雷が発生したときは、電源アダプタを電源コンセントから抜いてご使用をお控えください。
雷によっては、火災、感電の原因となることがあります。

● 本商品や電源アダプタを熱器具に近づけないでください。キャビネットやコードの被覆が溶けて、
火災、感電の原因となることがあります。

● 本商品の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと本商品の内部に熱がこもり、火災、故
障の原因となることがあります。次のような使いかたはしないでください。
•じゅうたんや布団の上に置く。
•テーブルクロスなどを掛ける。
• 本棚、タンスの中、押入の中など風通しの悪い場所に置く。
•紙、本などを載せたり立て掛けたりする。

● 本商品の近くに、紙などの燃えやすいものを置かないでください。発熱により火災の原因となるこ
とがあります。

注意 

お使いになる前に（設置環境）
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注意 

お使いのとき

● 長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず乾電池を抜き、電源アダプタを電源コンセントか
ら抜いてください。

● 電源コードには、延長コードは使わないでください。火災の原因となることがあります。

● お手入れをするときは、安全のため必ず電源アダプタを電源コンセントから抜いてください。

● 乾電池は正しくお使いください。使いかたを間違えると液漏れ、発熱、破裂により、けがや故障の
原因となることがあります。以下のことを必ず守ってください。
•保証期間内の単3アルカリ乾電池をお使いください。
（アルカリ以外のマンガン電池などでの動作保証はしていません。）

•乾電池をショートさせたり、分解したりしないでください。
•乾電池のプラス（＋）、マイナス（－）の方向を確認して入れてください。
•乾電池の液漏れによる本商品の故障については保証いたしかねます。
•外装ラベルがはがれたり、傷付いた乾電池を使用しないでください。
•新しい乾電池と古い乾電池、種類の異なる乾電池などを混用しないでください。
•使用済みの乾電池を火中に投げないでください。
•消耗した乾電池は、すぐに交換してください。

● 停電がない場合でも1年に1回の割合で新しいアルカリ乾電池に交換してください。長期間乾電池
を装着したままでご使用になると、液漏れによるトラブルが発生するおそれがあります。

● 乾電池を取り外した場合は、小さなお子様が乾電池をなめたり、誤って飲むことがないようにして
ください。乾電池は幼児の手の届かない所に置いてください。

● 乾電池のアルカリ液をなめた場合には、すぐにうがいをして医師に相談してください。

● 乾電池のアルカリ液が皮膚や衣服に付着した場合には、皮膚に傷害を起こすおそれがありますので、
すぐに多量の水道水などのきれいな水で洗い流してください。

● S/Tユニットを取り付けるときおよび取り外すときは、電源アダプタを電源コンセントから抜き、
乾電池を取り外した状態で行ってください。感電やけがの原因となることがあります。

● 付属品のCD-ROMをオーディオ用プレイヤーで使用しないでください。大音量によりスピーカの
破損や耳の障害の原因となることがあります。

● 半年に1回程度、電源アダプタと電源コンセント間のほこりを取り除いてください。ほこりにより、
火災、感電の原因となることがあります。ほこりを取り除くときは、安全のため必ず電源アダプタ
を電源コンセントから抜いて行ってください。

● 本商品に乗らないでください。特に小さなお子様のいるご家庭ではご注意ください。壊れてけがの
原因となることがあります。

● 停電回復後すぐに乾電池を交換する場合は、乾電池が熱くなってやけどをするおそれがありますの
で、確認してから交換してください。
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取り扱いについて

置き場所について

● ベンジン、シンナー、アルコールなどでふかないでください。本商品の変色や変形の原因となるこ
とがあります。汚れがひどいときは、薄い中性洗剤をつけた布をよくしぼって汚れをふき取り、や
わらかい布でからぶきしてください。

● 落としたり、強い衝撃を与えないでください。故障の原因となることがあります。

● S/Tユニットのはんだ面に直接手を触れないように注意してください。けがの原因となります。

● 製氷倉庫など特に温度が下がるところに置かないでください。本商品が正常に動作しないことがあ
ります。

● 硫化水素が発生する場所（温泉地）などでは、本商品の寿命が短くなることがあります。

● 電気製品・ＡＶ・ＯＡ機器などの磁気を帯びているところや電磁波が発生している所に置かないで
ください（コンピュータ、電子レンジ、スピーカ、テレビ、ラジオ、ファクシミリ、蛍光灯、ワー
プロ、電気こたつ、インバータエアコン、電磁調理器など）。
•磁気や電気雑音の影響を受けると雑音等が大きくなったり、通信ができなくなることがあります
（特に電子レンジ使用時には影響を受けることがあります）。
•テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、テレビ画面が乱れることがあります。
•放送局や無線局などが近く、雑音等が大きいときは、本商品の設置場所を移動してみてください。

お願い

お願い
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お使いのとき

● 電源を再投入する場合、電源を切った状態から5秒以上経った後、電源の再投入を行ってください。
故障の原因となることがあります。

● INSナンバー・ディスプレイのご利用に際しては、総務省の定める「発信者情報通知サービスの利
用における発信者個人情報の保護に関するガイドライン」を尊重してご利用願います。

● 本商品のプラスチック部品の一部に、光の具合によってはキズに見える部分があります。プラスチッ
ク部品の製作過程で生じることがあるものですが、構造上および機能上は問題ありません。安心し
てお使いください。

お願い
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INSメイトV30Slimでできること 
 
INSメイトV30Slimに今までお使いの電
話機やファクスを接続して、いろいろ活用で
きます。また、パソコンを接続すれば、イン
ターネットも簡単に利用できます。 

いろいろな設定は電話機からOK 
 
パソコンを接続していなくても、電話機から、い
ろいろな設定をすることができます。 
パソコンをお使いの方は、設定ユーティリティを
使って簡単に設定できます。 
電話機からの設定　　設定ユーティリティからの設定

　 

P170 P73

2台の電話を内線で使う 
 
接続した電話機どうしでお話ししたり、電話を
転送することができます。 

内線通話　　　内線転送　 

P112 P114

着信音を鳴らさず自動でファクス受信 
 
無鳴動信号対応のファクスをお使いの場合は、
ファクスの着信音を鳴らさずに自動受信するこ
とができます。　　　　　 FAX無鳴動着信　 

P139

迷惑電話の着信を拒否 
 
INSナンバー・ディスプレイを契約している場合、迷
惑電話を受けた直後にその番号を登録し、次回から
着信を拒否することができます。また、電話番号が
通知されない着信をすべて拒否することもできます。 

　　迷惑電話防止　 

P124

外からの電話を決められた相手に
転送する 
 
外の相手からの電話を、決められた別の相手に
転送することができます。 

疑似着信転送　 

P162

かけてきた方を音で識別 
 
登録した相手からの電話は、通常と異なる着信
音が鳴るようにすることができます。 
一般の電話回線からの電話を識別するには、
INSナンバー・ディスプレイの契約（有料）が必
要です。　　　　　　　　　 疑似なりわけ　 

P121

Lモード対応アナログ通信機器が接
続可能 
 
Lモード（電話機でメールのやりとりや、各種情
報の閲覧ができるサービス）に対応したアナロ
グ通信機器を接続することができます。 

Lモード　 
※「Lモード」サービスは、平成18年11月30日
をもって新規申込受付を終了しています。 P133

お話し中にかかってきた電話もキャッチ 
 
Bチャネル2本を使用して、お話し中にかかって
きた電話に出ることができます。 

疑似キャッチホン　 

P117

インターネットも快適 
 
パソコンを接続して、インターネットに簡単にア
クセスできます。 

インターネット接続編　 

P79
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INSネット64ならではの幅広いサービス 
 
INSネット64には、いろいろなご利用形態があります。 

ご利用形態によって、
設定が必要となる場
合があります。 

INSネット64の付加
サービスの料金が別
途必要です。 

ご利用形態によって、
別途料金が必要とな
る場合があります。 

INSメイトV30 
Slimの設定が必
要です。 

かけてきた相手の電話番号や名前を表示 
接続した電話機に、かけてきた相手の電話番
号や名前を表示することができます。 

P142 P146

こちらの電話番号を相手に通知 
発信者番号を相手に通知することができま
す。通知しないようにすることもできます。 
 
　発信者番号通知 

P140

お話し中にかかってきた電話もキ
ャッチ 
お話し中にかかってきた電話に出ることができます。 
 
　  INSキャッチホン 

P116

お出かけ先への転送機能 
無条件転送、無応答転送、話中時転送の指定ができます。 
INSボイスワープセレクトは、かかってきた相
手によって転送先を変えられます。 
　INSボイスワープ 
　INSボイスワープセレクト 

 

1本の契約回線に複数の電話番号 
1本の契約で、複数の電話番号を使い分ける
ことができます。 
電話とファクスなどを別々の番号で受けられます。 
 
    i・ナンバー　  ダイヤルイン　  

P150 P152

かけてきた方を音で識別 
登録した相手からの電話は、通常と異なる着
信音を鳴らすようにすることができます。 
　 
　INSなりわけサービス 

P120  
P167

INSナンバー・ディスプレイ 
 

 
ネーム・ディスプレイ 

・呼び分けのいろいろな方法（☛P148）
・電話に出られないときのいろいろな方法（☛P160）
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発信者番号通知

料金情報通知

電話をかけたときに、こちらの電話番
号を相手に通知することができます。

通話料金、通信料金が通知されます。

サブアドレス通知 サブアドレスを通知して、特定の機器
に着信させることができます。

INSナンバー・ディスプレイ 一般の電話回線からかかってきた電話
も、電話番号が通知されます。

i・ナンバー 複数の電話番号を持つことができま
す。

フレックスホン
※1

通信中着信通知サービス

INSキャッチホン

三者通話

通信中転送

着信転送

お話し中にかかってきた電話に出るこ
とができます。

お話し中に別の相手に電話をかけ、3
人でお話しになれます。

お話し中の電話を別の電話番号へ転送
できます。

かかってきた電話をあらかじめ登録し
た電話番号へ転送できます。

すでに通信中で空きBチャネルがない
場合でも、電話がかかってきたことを
お知らせします。

代表取扱サービス あらかじめ決めておいた代表番号に着
信があると、代表群から空き回線を選
んで着信します。

ダイヤルイン 複数の電話番号を持つことができます。

INSなりわけサービス あらかじめ登録した電話番号からか
かってきたときは、通常と異なる着信
音を鳴らします。

INSボイスワープ かかってきた電話を、指定した条件に
よって転送します。

INSボイスワープセレクト INSボイスワープの機能に加えて、転
送方法を選択できます。

INSマジックボックス メッセージ録音、INSキャッチホン、
着信転送の機能を利用できます。

－

■ご利用になれる主なサービス

－

－ －

－

－

－

－

－

P140

P149 P158

P142

ネーム・ディスプレイ 電話をかけてきた相手の名前を電話機
等に通知することができます。

P146

P148 P150

P116

P126

P131

P160 P162

P148 P152

P120

P160 P167

P160 P167

P161 P169

－

CD-ROM
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発着信専用サービス 発信専用または着信専用にすることが
できます。

－

※1フレックスホンとは：INSキャッチホン、三者通話、通信中転送、着信転送の4つの機能の総称です。4つ
の機能を組み合わせて契約することも、必要な機能だけを契約することもできます。

※2「Lモード」サービスは、平成18年11月30日をもって新規申込受付を終了しています。

－ －

Lモード※2 電話機でメールサービスとブラウザ
サービスの2つのサービスがご利用に
なれます。

P133

INSメッセージ到着お知らせサー
ビス

メッセージセンタにメッセージが届
いたときに、本商品のMSGランプを
点灯したり、電話機等に通知するこ
とができます。

P135
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本商品を最初にお使いになるときは、この「INSメイトV30Slim取扱説明書」、「接続早わかりガ
イド」、「サービスガイド」、付属のINSメイトV30Slim専用CD-ROMの「参考情報」を次の順序
でお読みください。

お使いになる前に

接続します
本商品とINSネット64回線、電話機などを接続します。

接続早わかり 
ガイド 

お使いになる前に

セットを確認してください
箱を開け、付属品がすべてそろっているか確かめます。

パソコンをお使いの方

インターネット接続編

インターネットに接続します
インターネットを利用するための設定を行います。

P29

P24

パソコン準備編

カレンダを設定します
設定ユーティリティを使って、本商品のカレンダの日付、時刻を設定します。

P76

P79

パソコン準備編

イージーウィザードを利用して、必要なソフトウェアのインストー
ルとアナログポートの設定を行います
イージーウィザードを利用して、設定ユーティリティおよび本商品にパソコンを接続して使
用するために必要なソフトウェアをインストールします。
Windows ：（☛P38）
Mac OS：（☛P55）
Mac OS X：（☛P59）
続けてアナログポートの設定をします。

R

P38

パソコン準備編

パソコンのOSと接続方法を確認します
パソコンのOS、本商品とパソコンを接続するポート（USBポートまたはRS-232Cポート）
を確認します。

P36

イージーウィザードをご利用になれない場合CD-ROM CD-ROM

P55 P59
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話機で電話やファク
スのいろいろな機能
を設定できます。
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設定ユーティリティ
で電話やファクスの
いろいろな機能を設
定できます。

パソコン準備編

設定ユーティリティを利用して設定します
パソコンから本商品の機能を設定するため、設定ユーティリティ
を利用します。
Windows ：（☛P67）
Mac OS：（☛P69）
Mac OS X：（☛P70）

R

P67 P69 P70

参考情報

設定ユーティリティや通信機能を活用します
•機能を設定したとき ：設定記入シートにご記入ください（☛CD-ROM「参考情報」）
• ATコマンドを使うとき ：ATコマンド（☛CD-ROM「参考情報」）

CD-ROM

電話／ファクス編

すぐに使えます
電話機やファクスは、接続したらすぐにお使いになれます。

電話／ファクス編

電話機から設定します
電話機からいろいろな機能を設定します。

電話／ファクス編

電話機やファクスを活用します
電話機やファクスのいろいろな使いかたを紹介しています。
• 呼び分けのいろいろな方法（☛P148）
• 電話に出られないときのいろいろな方法（☛P160）

P108

P170

P115

電話／ファクスの使いかた

CD-ROM

ご参考

こんなときにお使いください
•機器を増設するとき ：オプションをご利用になるときご覧ください。（☛P210）
•トラブルが発生したとき ：修理を依頼される前にご確認ください（☛P219）

P189

サービスガイド

INSネット64のサービスを紹介します
INSネット64とINSメイトV30Slimで何ができるか見てみましょう。

P16
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ワンポイント

●発信するまでの時間を変更するには（ダイヤル桁間タイマ）
お買い求め時は4秒に設定されています。

（機能番号：74）（☛P176）
（TEL1・2ポート共通設定画面「その他」）（☛CD-ROM「参考情報」）

● ボタンをダイヤルとして使用するには（ダイヤル終了識別）
お買い求め時は、ダイヤルが終了したことを ボタンを押して識別するように設定されています。「識別し
ない」または「＃＃で識別する」に設定を変更してください。

（機能番号：75）（☛P176）
（TEL1・2ポート共通設定画面「その他」）（☛CD-ROM「参考情報」）

●サブアドレスを指定して電話をかけるには
相手の電話番号を押したあとに、 ボタン、サブアドレス（最大19桁）を押します。
〈例〉0312345678 12345

↑ ↑
電話番号 サブアドレス

●受話音量を調節するには
電話機の受話音量を「大」、「中」、「小」に調節できます。お買い求め時は「中」に設定されています。

（機能番号：17）（☛P182）
（TEL1ポート設定画面／TEL2ポート設定画面「その他」）（☛CD-ROM「参考情報」）

●ダイヤル式（DP）電話機をお使いの場合は（ダイヤル種別）
ダイヤル種別を「DP固定」に設定します。

（機能番号：18）（☛P182）
（TEL1ポート設定画面／TEL2ポート設定画面「その他」）（☛CD-ROM「参考情報」）

●発信を規制するには（発信規制）
アナログポートに接続した電話機やファクスから、外へ電話をかけられないようにすることができます。「0
発信規制」、「外線発信規制」のどちらかを設定できます。
0発信規制：1桁めに0がつく電話番号をダイヤルしたときは発信できません。
外線発信規制：すべての外線発信ができません。

（機能番号：22）（☛P182）
（TEL1ポート設定画面／TEL2ポート設定画面「発信・着信2」）（☛CD-ROM「参考情報」）

発信規制を設定した場合も、「110」、「118」、「119」へは電話をかけることができます。

●アナログポートを使用しない場合は
イージーウィザードの「アナログポートの簡単設定」で接続機器を「接続しない」に設定します。（☛P50、
62）

（機能番号：08）（☛P180）
（TEL1ポート設定画面／TEL2ポート設定画面「発信・着信2」）（☛CD-ROM「参考情報」）

マニュアルの読み進めかた

22

すぐに使え
ます1

本商品に電話機やファクスを接続するだけで、電話をかけたり、ファクスを送ること
ができます。同時に2つのアナログポートを使用できます。ただし、パソコンでBチャ
ネル1本を使用しているときは、電話機は1台しか使用できません。

電話をかける／ファクスを送るには
（発信）

108

ハンドセットを取りあげる。
「ツー」という発信音が聞こえます。
20秒以内に手順2の操作を行ってください。
20秒を過ぎると、話中音が聞こえます。

1

電話番号（最大32桁）を押す。
最後の番号を押したあと、約4秒後に発信しま
す。（ダイヤル桁間タイマ）
電話番号のあとに ボタンを押すと、すぐに発
信します。（ダイヤル終了識別）

2
PB

相手が出たら、お話しする。
ファクスの場合は、送信操作を行います。

3

お話しが終わったら、ハンドセットを
置く。4

お知らせ

●電話番号をダイヤルするときに、桁と桁の間でダイヤル桁間タイマで設定している間隔を空けると、ダ
イヤルの途中でも発信を始めてしまいます。

●ダイヤル式（DP）の電話機をお使いの場合は、 ボタンによる発信、サブアドレスを追加した発信は
できません。

●続けて電話をご利用になる場合は、ハンドセットを約2秒以上置いてからダイヤルしてください。
●パソコンで2本のBチャネルを使用しているときは、リソースBODを「発信／着信時に使用する」または
「発信時に使用する」に設定していないと電話機やファクスは使用できません。（☛CD-ROM「参考情報」）

〈参照の見かた〉

……電話機から設定を行うときに参照してください。

……パソコンから設定ユーティリティを使って設定するときに参照してください。

章タイトル
章ごとにタイトルが付
けられています。

タイトル
目的ごとにタイトルが
付けられています。

ワンポイント
知っておくと便利な事項、操
作へのアドバイスなどの補足
説明です。

お知らせ
この表示は、本商品を取り扱ううえで
の注意事項を示します。

お願い
この表示を無視して、誤った取り扱い
をすると、本商品の本来の性能を発揮
できなかったり、機能停止を招く内容
を示します。

操作手順説明
順番に操作を説明します。

■操作説明のページの構成
電話／ファクス編を例に説明します。
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